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１． 緒言 

現在体操競技には多数の技があり，それらの

一つ一つの技に関する明確な技術について明記

された書物は非常に少ない．開脚旋回は１９７

６年カナダ・モントリオールオリンピック大会

で，アメリカのカート・トーマス選手によって

発表され，正式にトーマス旋回という名前が付

けられている． (市場俊之2005男子体操競技そ

の成立と技術の展開)筆者は開脚旋回に憧れ，技

の習得を試みた人間の一人である．開脚旋回の

練習段階で，ブレイクダンス経験者から助言を

もらう機会があり，ブレイクダンス経験者は閉

脚旋回を練習せずに開脚旋回を習得することを

聞いた．この時に開脚旋回の習得の際に必要な

技術は，基本的な旋回能力は関係するのか，閉

脚旋回と違って開脚旋回に内在する技術として

はどのようなものがあるのかを明らかにし，指

導現場へ還元することを本研究の目的とした．  

 

２． 研究方法 

本研究は，自己観察による運動感覚を具体的

に記述することによって行われる．目標となる

運動はゆか上での開脚旋回を５周以上実施でき

るようになる事とし，円馬上やとび箱上，ゆか

上等での練習を重ね，出来ない段階から出来る

ようになるまでに発生する動感や，映像などか

ら観察されるターニングポイントとなった点を

具体的に記述する．筆者が開脚旋回を習得して

いく段階をビデオカメラで撮影することで，筆

者の上達過程を記録し，その過程において上達

が見て取られる瞬間と，筆者が感じた動きの感

覚を記述する．撮影した映像から実施した運動

の問題点を分析・考察し，どのような技術が必

要とされるかを検討した．さらに練習段階にお

いて周囲の人から頂くアドバイスを聞いたり練

習方法を実践し，取り入れていく事で生じる運

動の変化を記述する．期間は２０１４年１０月

１日～２０１４年１２月２０日までとした．  

 

３．考察 

研究の結果ゆか上での開脚旋回が１周しか回

らない状態から，最大５周まで実施を行うこと

ができるようになった． 

技が向上したきっかけは，旋回実施時に切り

替えし動作で，以前よりも脚で空気を切るよう

に振ることができるようになったことが大きな

要因である．その他にも，〈入れ〉と〈抜き〉の

局面でしっかりと脚を上げることでスムーズな

旋回を実施することにつながると分かった．ま

た，ゆか上での閉脚旋回も１周しか実施できて

いなかったが，研究終了時には２周実施できる

ようになり，基本的旋回能力の向上にもやや関

係性があると考えられる． 

  

４．結論 

本研究では，開脚旋回は閉脚旋回と異なって

開脚状態で旋回運動を行うため，脚による切り

返しができるという点に大きな特徴がある．そ

の開脚状態で行う切り替えしを速く行うことに

よって，旋回をスムーズに行うことにつながる

ことが分かった．  

引用・参考文献 

市場俊之(2005)  男子体操競技その成立と技術 

の展開中央大学出版部 

金子明友(1974)現代スポーツコーチ全集 体操 

競技のコーチング  大修館書店 

 


